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■□■ショートコメント■□■ 

◆本作のチラシには、「１９５１年、巨済捕虜収容所。最も苦しい時代、最も不釣り合いな

人たちが出会い、最も胸がときめくダンスで生き抜こうとした――。」の見出しが躍り、次

のとおり紹介されている。 

 

 

◆また、チラシによれば、本作のストーリーは次のとおりだ。 

 

 

◆さらに、チラシには「朝鮮戦争版『ライフ・イズ・ビューティフル』！」の文字が躍っ

スウィング・キッズ 

2018年／韓国映画 

配給：クロックワークス／133分 

2020（令和2）年2月29日鑑賞 シネ・リーブル梅田 

 

★★★ 
監督：カン・ヒョンチョル 

出演：Ｄ．Ｏ．／ジャレッド・グラ

イムス／パク・ヘス／オ・ジ

ョンセ／キム・ミンホ 
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ているうえ、本作の舞台が巨済捕虜収容所と聞けば、こりゃ必見！そう思ったが、冒頭で

の時代状況の説明、巨済捕虜収容所の風景が映し出されると、その混乱ぶりにビックリ！

人物像もわからなければ、ストーリーもサッパリ・・・。 

 

◆そもそも、なぜ巨済捕虜収容所内でタップダンス？それは、新任してきた収容所長の思

いつきによるものだが、なかなかチームの結成までいかないから、私はイライラ。その裏

には、朝鮮民主主義人民共和国の捕虜たちによる所長暗殺計画があったが、そんなシリア

スなストーリーと、タップダンスのエンタメ性との融合の成否は？ 

 

◆クライマックスでの５人組のスウィング・ギッズによるタップダンスの出来はさすが。

それはそれで立派なクライマックスだが、それで終わらせたのではダメ。そのため、本作

はその後一転してシリアスな暗殺計画実行！となるわけだが、その成否は？ 

 

◆これでは私の採点は残念ながら星３つ。したがって、本作はショートコメントでお茶を

濁すことに。 

２０２０（令和２）年３月５日記 

 


